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家審ふん堆肥多量連用水田における水稲「ヒノヒカリJの収量，
品質と収穫期における稲体窒素保有量の関係

牛尾昭浩・・須藤健一岩井正志J

要約

おが4ず入り牛ふん堆肥をアール当たり300kg連年施用している水田(堆肥連用ほ場)と稲わら

を連年金量還元している水田(稿わら還元ほ場)で栽培された水稲「ヒノヒカリJの生育， !虫量な

らびに品費を検討した.

(1) 堆肥連用ほ場でヒノヒカリ安栽培すると無肥料でも生育が旺盛になるが，施肥の有無が生育，

収量に及ぼす影響は稲わら還元ほ場よりも小さかった.

(2) 士制巴連用ほ場の施肥区は生青が最も旺盛であったものの，着生籾数が過剰になって千粒重や登

熟歩合が低下し，収盤，品質が稲わら還元ほ場の施肥区よりも劣った.

(3) 収穫期における窒素保有量は堆肥連用ほ場の無肥料区でアール当たり1.32kgで，稲わら還元ほ

場の無肥料区のほぼ2倍近い値を示し，稲わら還元ほ場の施肥区のアール当たりl.1kgを上回った.

(4) 堆肥連用ほ場では，後期施肥によってni当たり総籾数は増加するものの収量はほぼ関等であっ

た.また，みかけの施肥窒素利用率は 3~13%であり，稲わら還元ほ場の各区と比べて著しく低

かった.

Effects of Continuous Application of Livestock Manure to Paddy 

Fields on the Characteristics of the Rice Cultivar “日inohikari"

Akihiro USHIO， Ken-ichi SUDO and Masashi IWAI 

Summary 

Effects of continuous app1ication of cow manure， which is 30 ton per hectare a year， to 
paddy fields of the rice cu1tivar “Hinohikari" were described. 
(1) Plant growth on the field where cow manure was applied was greater than on the fields 
where straw was app1ied as amounts of nitrogen ferti1izer were the same. 
(2) The number of spikelets in rice plants grown on the cow manure applied-field was more 

than the optimum level， so that the thousand kernel weight and ripening rate were less. 
Also the yield and the grain quality on the cow manure appliedイi巴ldwere inferior. 
(3) Available nitrogen content in the soil was increased when cow manure at 30 ton per 
hectare a year was continuously app1ied and the amount of nitrogen uptake at harvest stage 
was excessive. Consequently the yield and the grain qua1ity were affected much negatively. 
(4) The amount of nitrogen uptake was almost the same whether nitrogen fertilizer was 
applied or not applied， so that net ratio of nitrogen ferti1izer utilization was greatly 
decreased. 

キーワード:水稲， ヒノヒカリ，土佐肥連用，稲体護護保有量，みかけの施肥憲議利用率
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緒

ヒノヒカリは，宮崎県総合農業試験場(農林水産省指

定水稲育種試験地)で育成された中生のうるち種で，

1989年に品種登録されたけ.九州地方ではコシヒカリに

匹敵する良食味品種として広く普及しており， 1999年の

2000年8月30日受理

*中央農業技術センター

作付闇積は全国で132，700haに達した.兵庫県では1996

年から奨励品種に指定され， 1999年の作付面積は2，046

haで，今後さらに普及するものと患われる.…方，環

境保全型農業の高まりとともに審産排地物堆肥化施設の

普及によって，家畜ふん堆肥安水留に施用する機会が多

くなっている.ところが，家畜ふん堆肥を水聞に連年施

用することによって土壌からの養分供給量が高まること

が良く知られているものの，品穣や作期が異なる場合に
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当たり18.5株， 1 株当たり 3~4 本で移植した.土佐肥の

有無に加えて，施肥量が窒素成分で基肥がアール当たり

O.4kg，出穂前20日の穂肥がアール当たり0.3kgの椀杷区

ならびに無肥料区の計4試験区とし， 11X30rrf， 3反復

で行った.蹴肥区の基肥は尿素硫化燐安(16-16-16)，

穂肥は尿素人り窒素加盟化成 (16-0-16)を用いた.

試験2 施肥時期の違いが生曹，収量に及ぽす影響

1999年に，堆肥連用ほ場において施肥時期の違いが生

育，収量lこ及ぼす影響を検討した.試験区の設定は，基

肥のみ(代かき直前に金属施用)，中間肥のみ(移植後

30日に表層施用)，穂、肥のみ(出穂前20日に表層施用)

の3区ならびに無肥料涯の計4試験産として，施肥量は

いずれの施臨時期も窒素成分でアール当たり0.3kgとし

た. 6 月 10臼に稚苗を rrf当たり 18.5株 1 株当たり 3~

4本で移植し， 11X30rrf， 3反鎮で行った.施肥はいず

れも探索硫化燐安 (16-16“16)を用いた.なお，参考と

して稲わら還元ほ場において試験1と同様の施肥施計で

栽培を行った.
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堆肥の連用が収量や品質にどのような影響を及ぼすかに

ついての検討はあまりなされていない.そこで，兵庫県

の主要な中生品種として普及推進が図られている「ヒノ

ヒカリJにおいて，堆肥を多量に連年施用した水田で栽

培したときの生育，収量まならびに品質を検討したのでそ

の概要を報告する.

材料及び方法

兵庫県加西市の中央農業技術センターにおいて，縮粒

黄色土・造成層の表層20cmに沖積壌土を客土した水由の

なかから，アール当たり300kgのおがくず入り牛ふん堆

肥を 5年間以上連年施用しているほ場(土壌企窒素含有

率;0.213%， 1997年調査)ならびに比較水田として稲

わらを連年全量還元しているほ場(問;0.126%)を選

定して1997~1999年に栽培試験を行った.調査ならびに

稲体窒素成分分析は常法で行った.なお，品質について

は神戸食糧事務所社支所において検査等級の格付けを行

っfこ.

試験 1

結果

施肥の有無が生育，収量に及ぽす影響

1997， 1998年に実施した試験の調査結果について2カ

試験 1

施肥の有無が生育，収量に及!ます影響

1997， 1998年に，供試した2ほ場において施肥の有無

が生育，収量に及ぼす影響を比較検討した.1997年は6

月5日， 1998年は6月11日lこ宵苗臼数20日間の稚萄をrrf

よび窒素施肥震の違いによるヒノヒカリの生育、収量、収量構成要素、品質表I
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施肥時期の違いによるヒノヒカリの生育状況
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施肥時期の違いによるヒノヒカリの収量，収量構成要素，品費，窒素保有量
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(0心-0) 166 51.1 403 99 39.8 24.4 62 21.1 2下 31 0.69 1.13 0.58 0.74 1.32 
(3心心) 169 53.4 413 93 38.5 24.2 63 21.0 2中 32 0.67 1.09 0.57 0.73 1.30 -7 
(0ふ0) 171 52.1 423 95 40.2 24.1 61 20.5 2中 30 0.73 1.08 0.63 0.73 1.36 13 
(0-0-3) 168 53.8 404 106 42.8 24.8 59 21.1 2中 32 0.69 1.10 0.57 0.76 1.33 3 

稲 (0-0-0) 120 40.7 321 85 27.3 20.6 76 22.3 1上 34 0.44 0.85 0.26 0.41 0.67 
ワラ (4心-3) 164 55.9 384. 95 36.6 25.6 70 22.0 1下 34 0.57 0.95 0.46 0.63 1.10 

注)1) rrf整粒数 :rrf当たり粒厚1.8mm以上の玄米数 2)検査等級:神戸食糧事務所社支所調べ
3)玄米生産効率出精玄米露/全壊X100 4)みかけの施肥窒素科用率z施肥毘ー無肥料区/施肥量X100
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なり，他の 3 区の差は小さかった.全霊は166~171kg/

aの範閣で各区の差は小さく，精玄米璽も施肥区間では

52.1 ~53.8kg/ aと差がわずかで，いずれの区も稲わら

還元ほ場の施肥区の55.9kg/aを下回り，玄米生産効率

も低い値を訴した.一穂籾数は穂肥施用肢が106粒で最

も多く.rrf当たり籾数も穂肥施用区が42.8千粒で最も高

い舗を示したものの.rrf当たり整粒数は4区の値が24.1

~24.8千粒といずれの区もほぼ同等であった.登熟歩合

は穂肥施用区が最も低く，無肥料区でも62%と稲わら還

元ほ場の施肥区より低い値となった.検査等級は2中~

2下で稲わら還元ほ場の各区より 1ランク低くなった.

成熟期の地上部窒素含有率は，茎葉部，穂部とも施肥の

有無を含めて区間差がほとんどみられなかったが，稲わ

ら還元ほ場の各IRより明らかに高い鍾を示した.窒素保

有量も向様の傾向であった.施肥時期の違いによる栽培

試験で得られた玄米の粒庫別の分布割合は劉1に訴すと

おりである.堆肥連用ほ場では稲わら還元ほ場と比べて

2.0聞以下の粒摩に出める割合が高くなり，中鵠肥施用

毘は1.9捌以下で、50%を占めた.

考察

ヒノヒカリは，九州地方では，極虫食味であるが耐~J

伏性，いもち病酎病性，玄米品質が劣るとされてい

る1・2.5) 兵庫県では，いもち病にはやや弱いが，捕す倒

伏性は必ずしも低くない.つまり，兵庫県の気候が九州

地方よりもわずかに冷諒であることから，移植期から出

穂期までの栄養生長期間が九州地方よりも長くなるため

に稲体の充実が鴎られることによって樹倒伏性が高まる

ことが推察される. しかし，本試験で用いた堆肥連用ほ

場では無肥料栽培であっても稲わら還元ほ場の施肥区の

稗長と同等以上の伸長程度を示し，施肥区に至っては稗

長が90cm以上となっている.また， ヒノヒカりは偏穂霊

年の平均値を表1に示した.出穂期は堆肥連用ほ場でl

~2 日遅くなった.成熟期は堆肥連用ほ場で施肥するこ

とによってさらに遅れた.成熟期の各形質についてみる

と，堆肥連用ほ場の無肥料震は稲わら還元ほ場の施肥区

立をみの生育を示しており，施肥区はさらに旺盛な生育盤

となった.全重は士制巴連用ほ場と稲わら還元ほ場の施肥

区でほぼ間じ値であるのに対し，精玄米重は無肥料区で

は堆肥連崩ほ場が優ったが，施肥区では堆肥連用ほ場が

稲わら還元ほ場を下回り，玄米生産効率は施肥の有無に

かかわらず稲わら還元ほ場が上回った.穂数はいずれの

ほ場も施肥区で高い値となっている.一穂籾数は71~78

粒で堆肥適用ほ場の罰区とも稲わら還元ほ場より高い値

を示した nf当たり籾数は穂数と一穂籾数のどちらも増

加した堆肥適用ほ場で多くなったが，登熟歩合やこF粒重
は低くなった.なかでも堆肥連用ほ場の無肥料包ではnf

当たり籾数が29.9千粒/nfで，稲わら還元ほ場の施肥区

より少ないにもかかわらず，登熟歩合や千粒重の値はわ

ずかに下回った.検査等級はいずれの区も 1等であるも

のの，施肥区でわずかに低くなる傾i匂がみられた.

試験2 筋肥時期の違いが生育，収量に及ぽす影響

1999年に実施した試験の調査結果を表2. 3に示した.

堆肥連用ほ場の各区についてみると，茎数は，移植後40

自にあたる 7月21B調査では基肥施毘区が最も多くなっ

た.伺60日にあたる 8丹11日諦査では中間肥施用区が最

も多くなったが，各区の差はあまりみられなかった.箪

丈は87~89cm と各区の差がほとんどなかった.出穂、期は，

各区とも同じであったものの，稲わら還元ほ場の施肥堅

よりも 3日遅れた.成熟期は穂肥施用区が他区より 1B 

遅くなり，倒j伏程度も穂肥施用涯がわずかに高い値とな

った.稗長，穂数はそれぞれの区間であまり差がみられ

ず，無肥料区でも89cm.400本/nfと稲わら還元ほ場の

施肥区の催をよ凹った.穂長は穂肥施用区が最も大きく

， . 
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型品種であるにもかかわらず，堆肥連用ほ場の穂数は常

に400本/nf以上の値を示しており，過繁茂によって倒

伏する危険性を常にはらんだ生育量となっている.一穂

粒数も堆肥連用ほ場の施肥区は稲わら還元ほ場の施肥区

よりも多くなるため，堆肥連用lま場のnf当たり総籾数は

36.3-42.8千粒も着生している.ヒノヒカリの適正なnf

当たり総籾数は揺岡県では30.0-32.0千粒3・4) 兵庫県

でも32.5千粒9)といわれており，着主主籾数が過端である

ことは明らかである.

土産肥連罵ほ場の稲{本が過君主jな生育を示すのは，堆肥の

連用による土壌養分の集積に起因する 6.7. 8)といわれて

おり， 1999年における各ほ場の無肥料区の稲体窒素保有

量を比較すると，穏わらを連年全景還元しているほ場の

0.67kg/aに対して， おがくず入り牛ふん士制邑を300kg

/a相当連年施用しているほ場は1.32kg/aとほぼ2倍

であり，稲わら還元ほ場の施肥区よりも高い値となって

いる.魚璽ら 4)は， ヒノヒカリは少ない窒素吸収量でも

籾数を確保しやすい反窟，成熟期における護業保有量が

1.2kg/a以上では登熟歩合の急激な低下により収量の

停滞もしくは低下することを明らかにしている.1999年

の試験では，後期追肥によってnf当たり総籾数は増加す

るが，登熟歩合が低下してnf当たり整粒数がいずれの区

もほぼ24-25千粒でほぼ等しくなり，技量は52.1-53.8

kg/aにとどまった.一方，稲わら還元ほ場の施肥区は

nf当たり総籾数が適正籾数に近く，収量は最も高い値と

なっている.すなわち，籾が適正な水準を越えて着生し

でも収震は増加せず，むしろ減収の可能性が高いという

ことがうかがえる.また， ヒノヒカリの特性として，玄

米生産効率は必ずしも高くなくべ千粒重や粒庫分布は

年次により変動しやすい幻といわれている.本試験にお

いても，玄米生産効率は堆肥連用ほ場でより低くなり，

図1に示すように堆肥連用の有無によって粒厚分布に大

きな差異を生じている.さらに，堆肥連用ほ場の無肥料

区と稲わら還元ほ場の織肥区の全霊はほぼ再等であるに

もかかわず，地上部の護索含有率が茎葉部だけでなく穂

部でも高まっている.穂部の窒素含脊率は玄米の護索含

有2容を反映しており， この値が高いと食味が低下すると

いわれている紛ので，稲{本を適正に生育させることによ

って，積体窒素含有率を高めることなく適正籾数を確保

しなければ，収量ばかりでなく品質，食味にも大きな影

響が及ぶということを本試験結果が明確に示している.

さらに，表3に示すとおり，みかけの施肥窒素利用率が

稲わら還元ほ場と比較して著しく低い.つまり，多量の

堆肥安連用して土壊からの窒素供給量が増加した水罰で

は，施肥等による人為的な生育制御は罰難になると思わ

れるので，適正な堆肥の施用量ならびに堆肥連用による

土壌から供給される輩素成分の増加量を検討する必要が

ある.

以上，おがくず入り牛ふん堆肥をアール当たり300kg

連年施用した水田でヒノヒカ 1)を栽培すると，無肥料で

も旺盛な生育を示すが，収穫期における稲体重素保有量

は適正億をすでに上回り，誠肥効率は著しく低く，収量，

品質は稲わら還元ほ場区よりも劣る. したがって， ヒノ

ヒカリを堆肥連用水田で=栽培する場合は，栽培期間中に

土壌から供給される窒素景がア…ル当たり1.2kgを越え

ないほ場を選定して，稲{本の議案含量を適正に保ちなが

ら適正籾数を確保できるように施肥しなければならない.

そのためには，土佐肥の適正施用量並びに土壌からの窒素

供給量を把撮する方法や，稲体の窒素含量を適正に保ち

ながら適正籾数を磁保する肥培管理方法の確立をめざし

て，今後とも検討を進める必要があると思われる.
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